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リ ン ゴ 加 工 に 關 す る 研 究 （第 12報）

液内培養法 に よ る糸腴菌 ペ ク チ ン 分解酵素 の 生産 （置）

藤 井 義紹
・
芦澤　長 ・手 嶋睦子 ・植村定治郎 （東北大學農學部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　論

　さきに 主 と して 葡萄糖
一ペ プ トン を使用 して 液内培養法 に よ る糸状菌 ペ ク チ ン 分解酵素 の 生産條件を檢索 レた

が り ．そ の 際麩麹 法 で 該酵素生産 の 強力菌株 と して え ら んだ AsP ・niger 　No ．55 が 液内培養用菌株 と し て 不 適當

で ある と した。併 し實際製造に 便用し得 る麩及 び玉 蜀黍 の よ うな自然培養基を用い た 場合に は こ の 菌株 で も比較

的 に 高位 の 酵素蓄檳 を 液内培養 法 で 示 した の で ，その 培養條件 を檢討 し た 成績 を こ M こ報告す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 實 　驗 　方 　法

　 a．供試菌株 ； Asp ．　 niger 　No．55

　 b．ペ ク チ ン 分解酵素能 の 測定 ：前報 に 準 じ粘度 低下法 に よ り酵素能を 測定 した が ， 但 し その 酵素力は下記 の

よ らに 粘度 變 化の 百分 輦 で 示 した．即 ち 2 ％
’
〈
’
ク チ ソ （犬 印製）；容液 5ml ，　pH 　3．5 の ク エ ン 酸 綏 衝 液 （M15 ）2mI

を 粘度計に とつ て 温度 干 衡に 逮せ しめ た後 に酵素液 1ml ， 蒸溜承 21nI （何 れ も測定温度 と同温度 の もの ）を加え

て 40℃ で
一

定時間作用 さ也 その ま ま粘度降下 を測定 したが，酵素力 At （作用時間 t 分 ） は 次式で 求め た
2）．

　 　 　 　 　 　 Vo − Vt
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x100　 　 　At＝
　 　 　 　 　 　 Vo − Vs

　 Vo ：Pectin　 soln ．十 inactivated　 enzyme

　 Vt ：Pectin　 soln ．．十 active 　 enzyme

　 Vs ：Distilled　 water

　 c ．培養液 の 分析 ：pH の 測定 は キ ン ヒ ド ロ ン 電極法 に ，又糖 分 ，
　 N 分の 定量 は夫 々 BERTRAND 法 ，　 it皿

LDAHL 法 に よっ た ．

　d．培養基 ：玉蜀黍に 麩 を 加え た もの を主 に 用い た．麩以外に 米糠，蛹粕，大豆粕等 を も使用して 試 驗 した が ，

麩が最 もよい 成債 を示 した の で 主とし て こ れ を N 源的 に取扱 つ て 使用 した．こ れ に 前報所載の 無機鹽類 を 加えて

基 本培養基 と し ，
ペ ク チ ン 物質添加試驗 に は リ ン ゴ 粕 を以 つ て こ れに 當 て た ．供試 の 玉 蜀黍 ， 麩 ， リ ン ゴ 粕の 主

成 分 は次 の 如 し．
　 　 　 　 　 　 t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ れらの 原料 の 濃度は 最高 2．0 ％まで 培養基
　Table 　1．　 Sugar −and 　 nitrogen ・co 就 ents 　 of 　the 　 raw

　　 materials 　for　the 　P ：ctic 　enzyme 　production ．　　 に 使用 した・

F°tnE

彦gga「 s
　l　T ° 圃

諮
゜gen

CornWheat
　bran

Pomaee

53．332

．125

．5

1．272

．510

．59

Water14

．012

．718
．7

　e．培養方法 ：渡内培養法 と し て は 振 盪培 養

溝に よっ た．500m ユ容培養瓶に 培養液 75m1 を 、

と り ， 振幅 7cm ， 廻轉數 工50　rpm で振盪 したt一

又通氣攪拌培養法を行 つ た 場合 は通 氣管及 び攬

拌機を具備 した 1g 容丸底 三頸培養瓶か 或は ス

テ イン レ ス 製の 三頸の 蓋附 の 圓筒形 ガ ラ ス 瓶（約 2D 容を使用 した．前者の 裝置 の 通冪管は 先端部 に 數個 の 噴出
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孔 の ある孤｝伏管 で あるた め に 蹇氣の 噴出朕況は一様 で な く、 夊攪拌器 の 翼 も双獣 で ない の で 攪拌効果 も餘ら良好

で なか つ た ．後者 の 裝置 で は こ れ ら の 部分 を 改良 し て ガ ラ ス 濾板 を先端部 に 附 した 噴出管或は 二 段 の 双 駅の 翼 を

そなえた攪拌器 を用 い たがそ の 成嬪 は 良好 で あっ た．培i養は何れ も30 ℃ で 行 い ， 振盪培 養 の 場 合 は 7 〜9 口間 ，

通氣攪拌培養の 場合 は 3 − 4 日間培養 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實 驗 成 績

　 1．NaNOe 或は CaCOs の 添加 の 影響

　培養基 と して 王 蜀黍 2 ％， 麩 1 ％ ， リ ン ゴ 粕 1，5％を混じた もの を 使用し て 供試菌株 を振盪培養す る と ， その

始發 pH を 6．0 に 調節して も2 −−3 日後 に は pH 　2．O 近 くに ま で 下降す る．こ の 急激な pH 低 下 を防げ ば ア ミ ラ

ーゼ 生 産 の 場合
3）

の よ 5 に酵素蓄積 を 増大 し得 る と も考えられ る の で ，
NaNOa をO．05％，0．15％或 は CaCO8

を 0．5％に 添加 して そ の 影響 を試驗した．こ の 際 の 酵素力の 測定値 は A20 （作用時間20分 間 ） で あ る．そ の 成續

は 第 1 圓に 掲げ た が，これ よ りみ られ る よ うに NaNOs は 培養の 初期 の 急激な p 旺 低下 を殆 ど防ぎ得ず ， 且 ぺ

o
』

ヨ［
6
．［
舅
 
ま

』

も
．
bo
冒

巴

53
り

，
宕丶．
葦

警
℃
．

bρ

目

A “ 20 ｝ （a ）

A 〔E。 ｝ （Cx）

　 ρ
一一

つ
．＿

＼ ！
一゚

し

（b）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ れらの 經過 か ら NaNO3 は 供試菌株 に よつ て 極め

て 僅 か に しか 攝 取 され な か つ た と推 定 され る．CaCO3 添 加 の 場 合 もこ の 初期 の pH 低下 を單 に 遲らせ る よ うな

効果 しか み られず ， し か も初期 の 高 い pR が 維持されて い る 間は 他 の 場合 に認 め られ る酵素蓄積が 殆 どなく，又

後期 の 蓄積期 に もその 酵素力は低い 値で あつ た．こ の 故に 供試 の niger 　Skに あつ て は 初期 に比較的 に低 い pH

環 境に あ る こ とが む し ろ後期 の 酵素蓄積 に とつ て 重 要 な 意義 を有す る と認 め られ る．

　2 。培 i融 の CN 比 の 影饗

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　123 　 5 　 7 　 9 　 　 123 　 5 　 7 　 9
　　　　　　　　　　 Age 　of 　c ロ1ture （day ）　　　　　　　　　　 Ag θ of　 culture （day）

　　　　　　　Fig．1 ．　 Effect　of
‘‘N3NO3 　 and 　CaCOe ‘‘

on 　the 　pectic　enzyme 　production
　　　　　　　　　　 by　Asp ．　niger 　No ．55．　Mould 　 was 　grown 　in （a ）basal　 medium ，　 （b）

　　　　　　　　　　 baszl　 medium ， 十 　〇．15％ NaNOs ， （c ） O．05％　NaNOs ，
　 aud （の 0．5％

　　　　　　　　　　 CaCOs ．●一 ●
’
； pectic　 enzyme 　 activity （Aso ），

　 O − O ；pH ，

　　　　　　　　　　○ ……
〇 三growth 　of　cells　in　mg ．　dry　w し！エnl ．　culture ．

ク チ ン 分解酵素 の 蓄積 に も殆 ど署 しい 影響 を與えなか つ た．
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　培 i薩 と して 使用す る玉蜀黍及び麩 の 混合割 合 を か え て その CN 比 〔糖量（％）tNfi（％）の 値〕と酵素生壼 との

關係 を檢索 した．第 2 鬮及 び第 3 躅は その 成績 を示すもの で あるが ， CN 比 が 減少す るほ ど 酵素蓄積は高位 と

な り，培 養時 の 最低 pH 値 もや や 高 く，ペ ク チ ン 分解酵素蓄積の 最適 pH と認められ る pH 　3．09）附近を經過 し
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Fig2 ．　 Effec亡 of
「
℃ N 　ratio 　of 　the 　components 　of　the 　mediu 皿 s

‘‘

on 　the　pectic

　　　 enzylne 　production 　by　Asp．　niger 　No．55．　Corn・flour　 was 　 p τesumed 　 as 　 a

　　　 carbon 　 source 　 and 　 wheat ・bran 　 as 　 a　 pitrogen 　 source 。O − ● ；pectic
　　　 enzyme 　activity （A20），0 − ○ ；pH ．　CN 　ratio ：（1）ロ42ユ，（II）＝ 32ユ，（III）
　　　 ＝ 2ス6

， （IV）＝22．7．（V）＝18．6
， （V 旦〕＝16．0， （VII）冨 142 ，（VIII）＝12．8．
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Fig．3 ．　 Effect　of　an 　 apple ・pomace 　o 躍 the 　pectlc　enzyme 　production 　by．Asp ．niger
　　　No．55．（brn−wheat ・bran 　mixture （CN 　ratio ＝27．6） was 　 used 　 as 　 a 　 basal　 me −

　　　dium ．●
一

● ；pectic　enxyme 　 activity （A20 ），　O − ○ ； pH ．　Pomace 　 added ；

　　　（1）瞿 0
， （豆）＝α2％，（1工1）噐 6。5％ ， （IV）＝＝1．0％ ， （V ）一・20％ ，　 CN 　ratio ； （1冫＝27．β

　　　（II冫＝27・9， （IH）
＝28．7， （IV）＝29．6， （V ）

＝30．51
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た．反之初期 の pH 經遏は逋に 低い 傾 1司に あ る こ とが注目される．即ち培養基 中の 蹶 され易 い N 源 の 量を増大

させ る ときは N 代謝が 旺 盛 と なる と と もに 糖代謝も旺 盛に なり， しか も酵素蓄積期 に は その 最適：pH 以下の 低 い

値 と な る こ と を 防 ぐ効 果 が あ ると認 め られ る．換言すれ ば 前 報 で も指 摘 した よ うに 本酵素の 蓄積 を 増大 さぜる た

め に は 菌 の 生長時に 糖代謝 と と もに N 代謝 も旺 盛で あ るべ きこ とが必要 で ある．

　 3． リ ン ゴ 粕添加 の 影響

　ペ ク チ ン 分解酵素 の 蓄積が 適應的性格 の ある こ とは 塵 々 觀察されて い る しO
， 前報 で もこ れを認 め た の で 1 供

試 の 培養基に つ い て もペ ク チ ン 添加 の 影響 を鯲討 した．ペ ク チ ン 物質 と して リン ゴ 粕を使用し，これ を 玉 蜀黍 2

％ 麩 1％ の 培養基 に夫 ft　O．2％ ， 0．5％ ， 1 ％ ， 2 ％ の 割合 に 加 えて 試 驗 した． そ の 成 緩 は 第 4 圓 に 揚げる よ
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Fig．5 ．　 Pectic　 enzyme 　prod 自ctio ロ by　 Asp．
niger 　No ．55 　 when 　 cultured 　 in　 a 　g置ass 　 jar
（21itre ）equ ｛pped 　with 　a 　stainless 　steel 　Iid
and 　a　agitator ．　Mould 　was 　grown 　in　a　medi ・

um 　 composed 　 of 　l2％ corn ，1％ wheat ・bran ，
a ロdO ．5％ pomace ．

うに ペ ク チ ン 物質 が 0．2％ の 低濃度の 場合は 比 較的に 高 い CN 比 で ある に 掲 らず高位 の 酵素蓄積 を示すが，こ れ

よ りペ ク チ ン 物質の 添加量が 壇すに 從 つ て 酵素蓄積ほ漸吹低 下 して 無添加の i對照 に接近 し， 最大 の 添加量 で あ る

2 ％の 場合 に は 對照よ り も緩慢で や や低位 の 酵素蓄積を示 した．本試驗で は ペ ク チ ン 物質 と して リ ン ゴ 粕を使用

した の で ペ ク チ y その もの よ り も添加 に よ る CN 比へ の 影響 は 比 較的に 少 い と思 わ れ るが，併 し リ ン ゴ 粕中に含

まれ る酸類その 他 の 影響 も考えられ る か ら， こ こ に得 た成螢か ら直 ち に ペ ク チ ン 添加の 影響 を朗確 に曇 々 し得な

Table 　2．　 Ef正ect 　of 　the 　preservation 　period 　 upon 　the 　pectic 　 enzyme 　activity

Pectic　  zyme 　activity 　（A20）
＼ 』匣
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M 頭
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＼
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vatlonperiod
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Before 　 pre−
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　 for
5days　 at 　room
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Preserved
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い ， 窃し リ ソ ゴ 粕を ペ ク チ ン 物質 と して 0．2％に 添加 した場 合 の 促澄的効果 は無添加 の 對照と CN 比に 大差 の な

い こ とか ら も
”e ク チ ン その もの に 歸 し 得 る よ 5で あ る，

　
・4 ．酵累液の 保存試驗

　王 蜀黍 ， 麩 ， リン ゴ 粕よ りなる培養基 を使用 して 振盪培養後 ， 菌體を濾別 して 得られ る培養液を酵素液とし，

こ れ を室温或は 氷室 に放置 し て 酵素能 の 變化 を試 驗 し た が ， そ の 成績は 第 2表 に 揚げる．

　上表 より明 らか なように培養液 の 組成 の 量比 を問わず ， 得られ る酵素液 は 極 め て 安 定 で あ る こ とが 認 め られた ．

倫酵素液
．
（A ）を リ ン ゴ 搾汁 100m1に 獨 し て 5 ％に 加え ， 40℃ で 90分間作用させ た 結晃 　そ の 濾液 は完全な清

澄果汁で あつ た ．

　5 ．
．
通氣攪拌培養濁 こ よ る ペ ク チ ン 分解酵素 の 生産

　玉蜀黍，麩及び リ ン ゴ 粕を使用 して 振盪培養を行え ば供試 くろ か び菌株 も比較的 に 彊力な酵素蓄積 を行 5 こ と

を認 め た の で ， 賢際製造 の こ と を も考 え て 通氣攪拌 培 賽法 に よ る酵素生産試瞼 を 行つ た ．既逋の 兩 培餮裝置 に 於

け る成績 は 第 与， 6 鬪に 掲げた が ，、逋氣並 びに攪拌に 就て 改良 した 裝置 で は豫 期以上 の
．
良好な成績が 得 られた．

翩 ち王蜀黍 2 ％，麩 1 ％，リ ン ゴ 粕 0 ，5％ の 組成 に 於け る酵素蓄積量は振盪培養以 上 に優れ た もの で あ り， 振盪

培養 に於けると同樣 に リ ン ゴ 搾汁に 樹 して 5 ％添加に よ り40℃ ヂ90分間 で こ れ を 完全 に 清澄させ 得 た．又 リ ン ゴ

粕を培養基 の 緻 に 加えた もの は何れ も良 好且 安定 な酵素蓄積 を示 した か ら ， こ の 種 の 培養法 で も リ ン ゴ 粕 を添

加す る こ と は 朋らか に 望 ま し い ，倚 FeSOt を少量加えた 場合 に は
一

時的な 促進的効果が み られた が ， こ れら

の 培養基 の 懺 賊 や 更 に ま た 通氣量等 に つ い て は今後 の 檢討 を豫定 し て い る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考 　　　　　察

　供試 の 黒 か び 菌株 は さきに 葡萄糖
一ペ プ ト ン 培養基 で は ペ ク チ ン 分解酵素 の 液内生産用 と し て 十分 に 適當 で な

い と認 め たが ， 本報 に 於け る よ 5に 玉蜀黍 と麩 か らなる培養基を使用 した 場合に は液内培養法 で もか な り彊力 に

酵 素 生 産 を 示 し，實 際 に液 體 麹 式 に 使 用 し得 る こ とを認 め た ．皀卩ち 供試 の よ 5に 菌株 を液内培養 して そ の 培養液

を酵素液 と して 清澄劑 の 代 りに 使用すれ ば 透明な果汁 が 得 られ るわ け で あつ て 少 量 なが ら も同時 に 壇量的効果 を

も期待し得 るこ と、と なる．使用す る培養基 に よ る こ の よ うな酵素蓄積量 の 顳著な差異は明らか に培養 基 の 組成 の

差異 に 基 くもの で あ るが ， 極め て 興 昧 深い ．

　又供試 の 自然培養 基 を 使用 し て も既に 述 べ た よ 弓に 培 養基 の pH の 急 激 な低 下 が み られ た が ， こ の 成績を，培

養基 組成の CN 試驗 の 結果或は
一
般 に 認 め られ て い る よ うに 本酵素蓄積 の 最適 pH が 3．0 附近に ある こ と と をあ

わせ港 える と きは，む しろ菌 の 生 育 の 初期 か ら比較的 に 低 い pH 環 境 を經過して こ の 聞 に旺 盛な糖並 び に N 代謝

を行わ しめ る方が好適で は ない か と推定 され る．供試 の 黒か び菌株 の 如 く酸 生産能 が 張 く．且酸 性條件 で も比 較的

に 駐 盛 に N 代謝を行 い 得 る もの は上述の 目的に 相礒す るもの で あ ろ 5．碕 本報で 行 つ た通氣攪搾培養試驗 の 成績

か らみ る と，こ の 場 合 の 逋 氣量 と攪拌歡 と の 關係 は ア ミ ラ ーゼ 生産 の 場 合 に 近 く，師 ち本酵素 の 蓄積期 に もか な

り嫌氣的條件 を與 え て もよい よ うで あ る．併 し ア ミ ラ ーゼ の 場合 の の よ 5 に 通氣攪拌 を菌 の 生 育 の ZFee 期に 停止

して は，本酵素蓄積を た か め る こ とは で きなか つ た．　　　　　　　　 、

　何 れに して も實 際 に 使 用すべ き培 養基 と し て は麩 1 〜2 ％ 玉蜀 黍 1 ％ ， リ ソ ゴ 粕0 ．2〜0。5％に 混合 した もの

が ，
1
酵素蓄積或 は果汁の 香 昧 等 の 面 か ら最 も良 好 と認 め られた．單 に酵素蓄積 の 點 で は 麩 の 使用量 の 多 い ほ ど良

好 で あ るが ， それ に相 蜜して 果汁の香陳 を害す る よ うに なる．麩以外 の 若干の 含窒素物に つ い て 試驗 した成績で

は大 豆粕及 び蠶蛹粕が 麩 に 劣 らぬ酵 素 蓄積 を示 した が，果 汁 の 香昧 を害 し ，

・
米糠は 酵素蓄積 の 面 で 良好で なか つ

た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鰓 　　　　　括

　 さきに ペ ク チ ン 分解酵素生簾の 彊力菌株 と して え らん だ AsP．　niger 　No ．55 を用 い ， 自然培養基 （玉 蜀黍，麩，

リ ン ゴ 粕） に 於け る該酵素生産 の 液内培養篠件 に つ い て 檢索 し た。 これ ら の 培養基 へ の NaNOs 添加は 酵素生

産 に も培養 の pH 經過に も特別 の 影響 を與 え ず，　 CaCOa の 添加 は む し ろ阻害的 で あ つ た．次 で 供試培奏基 に使

用す る玉 蜀黍及 び麩 の 量比 を C 聾 比 の 見地 か ら檢討 し， CN ＝・16hL下 の 割合 で は比較的 に高位 の 酵素の 蓄積 を與

え ， 3ζ少量 の ペ ク チ ン 物質 （リ ン ゴ 粕 ） の 添加は 適應的 に よ り高位 の 蓄積 を み た が ， 多 量の リ ン ゴ 粕を與 え る と

逆 に 醇素 の蓄積 を障賽し た
∵

こ こ に 得 られ た酵棄深は 何れ も室濯3乙は氷室 澀犀に よ く耐 え ． 極め て 安驚で あ る s
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倫通氣攪拌培養 に よ る酵素 の 生産條件 を檢索 し た が．これ ら の 液丙培饕法 に よつ て 得 られ る酵素液を 5 ％ に加え

て 清澄果汁 をつ くる こ と が で きた ，

　終 b に 本研究 は 青森縣の 委託 の も とに 行 われ，その 研究費の
一部 を考慮 し て 戴 い た 同 縣當局 に 謝 意を表 する．

徇本報は 昭和28年 7 月 日本農藝化學會東北支部第 4 回大 曾 で 講演 し た．
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イ オ ン 交換樹脂 に よ る酒精不純物除去に關す る研究

寺本 四郎 ・石川 正 入 ・嶋谷幸雄 　（大阪大學工 學部醗酵工 學 歡 室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　論

　酒精製造特に 飮料用酒精製造に 於て は微量 の 不純物 の 存 在が そ の 品質を著 し く低下せ し め る．之等 不純物中低

沸 點物質 た る ア セ ト ア ル デ ヒ ド， ア セ ト ン ，
メ チ ル ア ル コ ール ．醋酸 エ チ ル エ ス テ ル 等

1） の 除去 に 鬮して は現在

主 と して蒸溜操作に よる分溜分縮等 の 處理 が行われ て 居 り，C6H6 一ペ ン ヂ ン との 共沸混合物 と して 除去せ ん

とする BAKOWSK ユ 等 の 研究幻 3）もあ る．

　之等機 賊的並 び に 物理 的方法 に獨す る 化購的方 法 と して は，一
般 に カ メ レ オン

。
活性炭處理 法 が 行わ れ て 居 り

PLtiCKER4） （t6 ・− 7 ％の 苛健カ リ との 8 〜10時聞煮沸を，　DUNLAP5 ）
， LENZ6 ）

，
ROBERTSD は 酸化銀の 使用

を，CHAcE8 ）
， GEORGESCUe ） は rr− Phenylendiamine　．　HCI　

，
　 Semicarbazide ・HCI 等 の 使用 を 提 案 し ，

ENGLIS 「1）等 は 酸性亜 硫 酸 ゾ e ・　P
’
と の 附加 物 と して ，LLANELLY 】D は 亜 鹽 素 酸 鑒 で 處理 して 不 落性 の 、ク ロ ・ 化合

物 と して ア ル デ ヒ ドを 除去 して 居 る．寺本
ID

｛t之等 の 比較 を行 い ， 酸化鋤 邏里法及 び活性炭 ， 骨炭處 理 後減壓 で

蒸溜す る事 を推獎 して 居 る．此 の 他 に 還元法 として は苛性 カ リ と金颶 ア ル ミ ニ ウ ム を加える STOUT 】3）
， 硫酸，

願 錯，
s ツ ケ ル 粉末 を加 え る ATwoODI4 ）

，
　 RANEY − ＝ ツ ケ ル で 水添後 ア ル カ リ を 加 え て 蒸溜す る MELLE 法

15）

等が あ り，更 に 酸素又 は オ ゾ ン と活性炭の 使用
IG・17）

， ア ニリ ン の 使用
IS）等 も考えられ て 居 る．しか し之等化學的

方 法 に 於て は ア ル デ ヒ ド との 反應豊産物除去 の 操作 を必 要 と し，それが 不 充分 で あ る時 に は 却つ て 品質低下の 恐

れが ある．

　SAMUELSON は有機酸 ， ア ル デ ヒ ド，
ケ h ン の 分離 に 關す る

一
逋 の 研究

19）一’24）を行 い ， 陰 イ 才 ン 交 換 樹 脂

Amberlite 取A −400の HCO3 一
型 に よ り有機酸 を，　HSOs

一
型 で ア ル デ ヒ ド及 び ケ トン を除去 し，且 夫 ft を 炭酸 ソ

ーダ
， 食鹽永，熱水 で elute して 思 る．僧藤等

％ ）億酒精中の ア ル デ ヒ ド，
フ ーゼ ル 油 ， ヂ ア セ チ ル 除去 の 爲 カ

メ レ オ ン 等 の 酸化劑 で 處理 した 後 ダ イ ヤ イオ ン 交換樹膿に よ り酸化生成物 の除去 を研究 して 居 るが樹脂が ア ル コ

冖ル に 溶解す る 事及 び不 純物除去 に 就 て も特 に優れた結果 を示 さぬ事 よ り活性炭 の 代替 と して の 使用 に 難點があ

る と逋 べ て 居 る．此 の 他 に イ オ ン 交換樹脂 の 醗酵工 業 へ の 應用 として は酒質の 矮正 に利用せ ん とす る 伊eeee）， 廊

生
e7），　 GUNTzee ）

，
　 GAUSE19）の 研究 もある．

　本 研 究は HSO べ 型 の 陰 イ オ ン 交換樹脂 を用 い て 酒精中の ア ル デ ヒ ドを除去す る 場 合 の 條件 に つ い て 檢討せ ん

とす る もの で，ア ル デ ヒ ド濃度 ， 酒精濃度 ， 通過速度等 に よる影響 並 び に樹脂筒通過前後 の 品質 の 變化等に つ い

て 實驗 を行 つ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賞　瞼 　 の 　 部

　蜜　瞼　試 　料

．強鹽基性陰 イ オ ン 交換樹脂 ；ROHM ＆ HAss 　Co・製 Amberlite　IRA−400及 び Amberlite：JRA−410を使用 し

tこ．

　子 矛ル ア ル コ 尸ル 1酒讎 7Vo1 ％　メ チル ァ ル コ 尸ル
1

フ ’ゼ ル 鵜共｝こ不檢世， ア セ トγル デ ヒ ド0．Q箏
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